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令和７年第３回（３月定例）教育委員会 

 

１ 日 時  令和７年３月２８日（金） 

１７時００分～１７時５０分 

 

２ 場 所  諫早市役所 ８階 会議室８－２ 

 

３ 出席者  教育長  石部 邦昭 

       委 員  原田 裕介 

       委 員  山口 秀雄 

       委 員  中野 高子 

委 員  小野 靖彦 

 

４ 会議に出席した事務職員  

       教育次長      石橋 芳秋 

教育総務課長    新野 純子 

学校改革推進室長  池  政信 

学校教育課長    田上 顕二 

生涯学習課長    竹島 健吾 

諫早図書館副館長  野下 澄子 

 

５ 議 題 

  報告第５号 臨時代理の報告について（諫早市教育委員会職員の

任免について） 

  議題第４号 第４次子ども読書諫早プランの策定について  

議題第５号 諫早市少年補導員の委嘱について  
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１７時００分開会 

 

議事録署名人の指名 

 

 山口委員と中野委員を議事録署名人に指名  

 

 

議事の非公開 

 

 報告第５号及び議案第５号は人事案件であるため非公開  

 

 

議事録の承認 

 

令和７年第２回（２月定例）教育委員会の議事録について  

小野委員から自身の発言について修正の意見あり  

一部修正を了承の上可決 

 

 

教育長の報告の要旨 

 

《教育長の報告》 

  今回は４点挙げている。まず、感動の卒業証書授与式が中学校で

１１日、小学校で１８日に全ての学校で行われた。その中で校長式

辞、在校生の送辞、卒業生の答辞のいずれも珠玉の言葉がちりばめ

られて心に染みるものだった。参加された保護者、来賓を含めて参

加者全員が良い学校、地元の学校を実感されたのではないかと思う。

最後のホームルームでは、子供たちと担任、副担任とが別れを惜し

むかのように非常に充実した時間を過ごしたと校長先生方からも報

告を受けている。私は喜々津東小学校、小野中学校へ行き、市長は

小野小学校、琴海中学校へ行かれた。市長からも非常に良かったと

の話を聞いた。 

  ２番目。問題解決に向けて教育委員会の心意気ということで来年

度予算に思いを込めた。いわゆる骨格予算ですが、我々の要求する
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ところをくんでいただき、ほぼ１００％の予算づけができたと思う。

１人１台タブレット端末の更新整備を教職員分含めて１万２０００

台、令和７年度中に購入することとしているが、全国で更新時期に

きているため２学期ごろからと思い進めている。 

  次に教室で学習することに不安がある子供を別室で生活学習支援

を行うＳＳＲ（校内教育支援センター）の指導員を５名配置する。

今までは不登校の子供たちで、学校には来るけれども教室には入れ

ないという子供たちに対して、担任の先生が対応していたが、非常

に負担も大きく、空き時間もないということもあり、５名ですが配

置する。広報で募集したこともあって非常に関心を呼び、たくさん

の方が応募された。  

  コニュニティスクールについては、学校運営協議会委員への報酬

を計上し、ＣＳ（コミュニティ・スクール）の導入促進と活性化を

図ることとする。 

  学校教育課に学校の困りごとや特に保護者の対応に対する相談役

として会計年度任用職員を配置する。また、部活動の円滑な地域移

行のために新たに退職された校長先生で体育のスペシャリストの方

に地域移行を担っていただき、いろんなアドバイスをいただくこと

としている。 

  それから、小学校の英語をもっと大事にする必要があり、専門家

が教えていくことが大事だということで小学校の英語専科教師を昨

年に続いて５名採用する。  

  生涯学習課が進めている学校と地域との関りを促進していく地域

学校協働本部の設置をする。  

小長井地域義務教育学校整備事業は、今年、基本設計を行い、ま

もなく皆様方にも新しい校舎のおおまかな設計を見ていただきたい

と思っている。いろんな角度から検討しているところである。 

  教育委員会管轄の建物、学校や図書館などにおいて令和７年度中

にＬＥＤ化を行う。 

  ３番目。トピックスの一つは、著者レイコ・クルック・西岡氏を

迎えて、朗読劇「赤とんぼ」の上映会があった。諫早市小野島で体

験した原爆体験を朗読劇として長崎市のブリックホールで公演した

ものの映像を皆さんに見ていただいた。私も参加したが、非常に素

晴らしいものであった。この西岡さんは、８０年も経ってくると語

り継ぐ人が少なくなってくる。また、西岡さんはフランス在住でフ

ランスはいろんな国と接しており、平和や戦争に対して非常に緊張

があると言われていた。 

  次は公民館運営審議会が２５日に公民館長、運営審議会委員、生
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涯学習課が参加して公民館の１年間の活動を報告した。令和６年度

は全公民館で９１７回公民館講座が開かれ、昨年度に比べ受講者数

は２６０人増加し、１万８２２５人で大体例年どおりに戻り非常に

良かった。課題としては広報諫早のＱＲコードのあり方について話

があった。非常に活発に公民館活動をされていることは諫早市の強

みではないかと私は感じた。 

  ４月の行事予定は、小学校の入学式が９日に予定されている。小

長井小学校では９時半から統合式を行い、１０時から入学式となり、

市長、教育委員会が出席する。吸収合併という形ではなく、小長井

３小学校が全部統合し、新しい小長井小学校を作り、そして今度は

中学校を含めて義務教育学校を作っていくというコンセプトである。  

  ４番目。教育委員会の人事異動については、大幅に異動している。  

 

 

《教育長の報告に対する質問・意見》  

 

 質問・意見なし 

 

 

議 事 

 

 議案第４号 第４次子ども読書諫早プランの策定について  

 諫早図書館副館長 説明 

  

《諫早図書館副館長の説明に対する意見》 

［委員] 

この第４次子ども読書諫早プランの３ページの真ん中あたりに

「GIGA スクール構想により、家庭でのタブレット端末等の利活用

が推し進められており、「ノーメディアデー」の推進は難しいの

ではないか」と書かれてあるが、読書週間の時はタブレットを持

ち帰らないなどの工夫をするといいと思った。  

 

  可決 

 

 《各課長からの報告》  

  １ 令和７年度諫早市教育施策について  

  ２ 各課の主な仕事について 
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《各課長からの報告に対する質問》 

［委員] 

  ３ページの「調べる学習コンクールの新規実施」とは具体的にど

のようなことか。 

[諫早図書館副館長] 

  「調べる学習コンクール」は全国的に行われており、図書館の本

を使って調べる学習を諫早図書館でも取り組むようにしている。  

［委員] 

  ４ページの「幼保小連携協議会の設置に向けての準備」とはどう

いうことか。 

[学校教育課長] 

  幼稚園と保育園、小学校との連携のことで、幼稚園や保育園はこ

ども福祉部局、小学校は学校教育課とわかれているが、部局をこえ

て連携していくことにしている。 

 

 

《非公開議事》 

  報告第５号  臨時代理の報告について（諫早市教育委員会職員の

任免について） 

  教育総務課長 説明 

  削除 

  了承 

 

  議案第５号 諫早市少年補導員の委嘱について 

  生涯学習課長 説明 

  削除 

  了承 

 

 

その他 

 

 教育総務課長 

 １ 長崎県市町村教育委員会連絡協議会総会及び合同研修会につい

ての説明 

 ２ ４月の定例教育委員会の日程について  

 

１７時５０分閉会 


